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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

第54期
第２四半期連結
会計期間

第53期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 4,127,4752,650,2272,138,4581,334,0646,624,096

経常損失（千円） 95,926 107,761 101,005 114,855 779,158

四半期（当期）純損失（千円） 153,982 142,572 268,444 125,2711,350,602

純資産額（千円） － － 2,456,4271,308,9421,147,566

総資産額（千円） － － 4,979,2193,163,1922,981,255

１株当たり純資産額（円） － － 272.79 50.61 127.45

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
17.10 8.34 29.81 5.56 149.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 49.33 41.28 38.49

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△128,786△65,301 － － △366,090

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△162,067 1,893 － － △320,552

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
152,281 268,860 － － 281,936

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 759,644 642,707 476,028

従業員数（人） － － 2,087 993 1,588

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第53期第２四半期連結会計期間及び第53

期第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しておらず、また、１株当たり四半期純損失金額が計上されて

おり、第53期、第54期第２四半期連結会計期間及び第54期第２四半期連結累計期間は潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期（当期）純損失金額が計上されているため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当連結グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 993 [771]

　（注）１．上記従業員数には、役員は含まれておりません。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は［　］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

３．従業員数が前四半期連結会計期間末に比べ136名減少しましたのは、「経営再建計画」に基づく適正人員の

配置及び解散を予定している海外子会社の人員整理などの構造改革によるものであります。また、臨時雇用

者数が前四半期連結会計期間末に比べ増加しておりますが、これは主に機構部品事業における受注増に対応

するためのものであります。　

　

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 129 [49]

　（注）１．上記従業員数には、役員は含まれておりません。

２．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、臨時雇用者数は［　］内に当第

２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当連結グループの生産・販売品目は多種多様であり、同種の製品であっても、その構造、形式等は必ずしも一様では

なく、また事業の種類別セグメント情報の記載を省略しているため、「４．財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析」欄に含めて生産、受注及び販売の状況についての記載をしております。

　

２【事業等のリスク】

(1）当社株式の時価総額について

　株式会社ジャスダック証券取引所が公表しております当社株式は、平成21年１月において上場時価総額が３億円

未満となり、ジャスダック証券取引所上場廃止基準第２条第１項第３号により上場廃止基準に抵触したため、平成

21年４月28日に「当社株式の上場時価総額及び今後の展開等について」を提出して、猶予期間が平成21年10月末ま

でになりましたが、平成21年６月の月間平均上場時価総額及び月末上場時価総額が３億円以上となり、平成21年７

月２日に猶予期間から解除されました。

(2）株式会社ジャルコ第１回無担保転換社債型新株予約権対社債（ＭＳＣＢ）の償還及び新株予約権行使期限の延

長承認について

　平成21年３月２日に決議致しました株式会社ジャルコ第１回無担保転換社債型新株予約権付社債（ＭＳＣＢ）に

つきましては、平成21年９月19日に償還期限を迎えましたが、平成21年９月18日開催の取締役会において、償還期限

および行使期限を平成22年９月19日まで延長する決議を行い、平成21年10月30日開催の臨時株主総会において行使

期限の延長を特別決議として上程し株主の承認を頂いております。

(3）継続企業の前提に関する重要事象等

　当連結グループは、過年度から続いている営業損失および営業キャッシュ・フローのマイナスと赤字体質からの

脱却には至っておらず、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、平成22年３月期第

１四半期まで「継続企業の前提に関する注記」を記載しておりました。

　当連結グループは、「経営再建計画」を着実に実行し、当第２四半期連結累計期間においては、売上高が前年同期

比で35.8％の減収でありながら営業損失は前年同期比35.2％の改善となり、現体制に移行してから以前に増して実

行及び準備してきた施策の効果が出てきており、当第３四半期以降には確実なものになると思われます。

　しかしながら、当第２四半期連結累計期間も依然として１億21百万円の営業損失の計上及び営業活動による

キャッシュ・フローがマイナスであることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在して

おります。

　当連結グループは、当該重要事象等を解消するための「経営再建計画」の内容として「４　財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の分析　(1）業績の状況」及び「(2）キャッシュ・フローの状況」に記載の諸施策を

実行したとにより、当連結会計年度における損失は縮小し、さらに今後も徹底して継続実行をすることで当該事象

等は解消出来ると考え、「継続企業の前提に関する注記」は記載しておりません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次の通りであります。

①貸付年月日 平成21年８月28日

②貸付先の名称 株式会社ハリーズ

③貸付金額 40百万円

④利率 年４％

⑤返済方法 期限一括

⑥返済期限 平成21年12月末日

⑦譲渡担保 同社所有の特許権

　上記につきましては、重要な後発事象に記載の平成21年10月６日付けで増資を引き受ける際に、同日付で返済され

ております。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における当連結グループを取り巻く経営環境は、昨年来の世界的な景気停滞のなか、海

外経済の改善などの影響により国内景気にも部分的に持ち直しが見られるものの、為替が円高で推移する等により

企業における厳しい収益環境や所得環境が継続しており、とりわけ雇用情勢が不安定なため個人消費は一段と厳し

い状況が継続しております。

　このような状況において、当連結グループは赤字体質から「黒字体質への転換」を図るために前期に引き続いて

事業構造の再構築を行い、海外生産拠点の見直しとしてマレーシア生産現法の閉鎖、中国生産現法の縮小及び国内

において希望退職者の募集等を行い、経営改革の断行を継続的に行っており、売上高におきましては前年同期に比

して大幅に減少したものの、変動費及び固定費の圧縮に努めて営業損失におきましては、前年同期に比して改善し

ております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間は、売上高13億34百万円（前年同四半期比37.6％減）、営業損失95百万円

（前年同四半期は、営業損失１億１百万円）、経常損失１億14百万円（前年同四半期は、経常損失１億１百万円）、

四半期純損失１億25百万円（前年同四半期は、四半期純損失２億68百万円）となりました。　

　また、当連結グループは縮小傾向のなか、平成21年10月に業容の拡大及び収益の確保を図るため、株式会社ハリー

ズに資本参加を行い連結対象子会社としております。

　

　事業部門別の業績は次のとおりであります。

　高周波部品事業は、売上高１億30百万円（前年同四半期比62.1％減）、生産高１億25百万円（同68.1％減）、受注

残高54百万円となりました。機構部品事業は、売上高10億62百万円（同25.6％減）、生産高10億75百万円（同13.1％

減）、受注残高７億35百万円となりました。プレス部品事業は、売上高１億41百万円（同61.5％減）、生産高71百万

円（同50.6％減）、受注残高30百万円となりました。

 

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

　所在地別セグメントの業績では、日本においては、売上高７億51百万円（前年同四半期比37.6％減）、営業利益14

百万円（同85.6％減）となりました。東南アジアにおいては、売上高２億81百万円（同50.3％減）、営業損失95百万

円（前年同四半期は営業利益38百万円）となりました。東アジアにおいては、売上高３億１百万円（前年同四半期

比18.0％減）、営業利益55百万円（同98.6%増）となりました。　

　

なお、当連結グループには継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりますが、早期に

このような状況を解消すべく以下の施策を実行しております。

（生産活動）

生産拠点の見直しと再編成、最適地生産、内製・現調化、一貫生産体制の構築を行い、適正人員配置による事業構

造の変革を進めており、マレーシア生産現地法人の閉鎖等を含めた海外生産拠点の統廃合を進めると共に、新潟事

業所の物流部門と本社の生産部門、品質保証部門、開発部門を京浜地区に統合することで効率化し、それに伴って新

潟事業所を閉鎖することにより国内生産は福島工場のみとなり生産性の効率化が計られます。それに伴う人員削減

計画も合わせて実施しており、製造原価の大幅なコスト低減を実現するための施策を実施しております。

（販売活動）

デジタルコネクタ及び精密プレス製品の開発・販売強化と新製品の市場への投入、マーケティングの強化を図る

と共に人材の見直しを図っております。

（管理面）

業務の見直しによる組織のスリム化、グループ間における商流の変更と仕切価格の適正化、報酬・給与の減額継

続と希望退職を実行いたしました。

（事業面）

平成21年10月６日に従来のコネクター事業だけではなく将来の事業拡大を目指して、消費財製造装置及びその消

費財を販売している株式会社ハリーズを子会社化いたしました。同社は目先非常に厳しい環境下にありますが、同

社の所有する制御技術を基本に開発されました硝子研磨装置は、タッチパネル化が進む現環境下で高く評価されて

おります。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は６億42百万円と

なりました。

　

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間における、営業活動によるキャッシュ・フローは、１億22百万円の増加（前年同

期比178.6％増）となりました。これは主に、在庫の低減、法人税の還付及び一時帰休による助成金が入金され

たことによります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結会計期間における、投資活動によるキャッシュ・フローは、14百万円の増加（前年同四半

期は１億２百万円の減少）となりました。これは主にマレーシア生産子会社の閉鎖に伴い固定資産を売却し、

有形固定資産の取得による支出を差し引いたことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における、財務活動によるキャッシュ・フローは、78百万円の増加（前年同四半

期は20百万円の減少）となりました。これは主に新株式を発行して資金調達をしたことによります。　

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、21百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社は、前述の構造改革資金及び運転資金を確保するために、平成21年３月に第１回無担保転換社債型新株予

約権付社債（ＭＳＣＢ）の発行、平成21年６月に第三者割当増資（借入金返済資金）及び新株予約権による資金

調達を行い、更に平成21年６月は信用保証協会枠による金融機関から２億円の長期資金の調達を行っておりま

す。

また、平成21年６月及び７月に第１回無担保転換社債型新株予約権付社債（ＭＳＣＢ）を、後の業務提携を前

提として信頼のおける事業会社及びその関係の方々に社債権者から譲渡することを承認しました。更に平成21年

９月19日に償還期限を迎えましたが、平成21年９月18日開催の取締役会において、償還期限および行使期限を平

成22年９月19日まで延長する決議を行い、平成21年10月30日開催の臨時株主総会において行使期限の延長を特別

決議として上程し株主の承認を頂いております。

「経営再建計画」の施策実行に伴い今第３四半期から効果が出ることがみえており、来期は今期比25％の低減

が計られると考えております。

販売面については、当社の主力製品であるピンジャックに変わり、今後主力製品と位置付けておりますＨＤＭ

Ｉコネクタの大口受注が実現して供給が始まっております。

今後も当連結グループ一丸となり「経営再建計画」を遂行することで、経営の安定化と黒字化を実現いたしま

す。また、以上の項目を確実に実行するための資金として、新株予約権の行使を含めたスポンサーとの資金交渉も

順調に進んでおり、新株予約権につきましては、当社が譲渡承認をした投資家から当月中に行使をする確約を頂

きました。

当連結グループには、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりましたが、以上の

ことから、平成22年３月期の事業継続にあたり、当面の経営状態並びに資金繰りに対する不確実性が解消された

ものと判断しました。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

（注）　平成21年10月30日開催の臨時株主総会において、定款の変更を行い、次のとおりとなりました。

当会社の発行可能株式総数は100,000,000株とする。

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月16日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 25,818,467 27,651,801ジャスダック証券取引所

単元株式数は

1,000株であり

ます。

計 25,818,467 27,651,801 － －

（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成21年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

１．会社法に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであります。 

　第１回無担保転換社債型新株予約権付社債（平成21年３月２日取締役会決議）

 
当第２四半期会計期間末現在
（平成21年９月30日）

新株予約権付社債の残高（千円） 　　　　　　　　　　　　87,000千円

新株予約権の数（個） 　　　　　　　　　　　　　　87個　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　　　　　　　　　　　9,750,000株(注)

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　　　　　　　　　150,000,000円(注)

新株予約権の行使期間
自　平成21年3月20日

　　至　平成22年9月19日(注)

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式

の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　22,000,000円 (注)

資本組入額11,000,000円 (注)

新株予約権の行使の条件

①各本新株予約権の一部行使はできないものと

する。

②本新株予約権の行使により、当社の発行可能

株式総数を超える数の株式が発行されることと

なる場合には、当該本新株予約権を行使するこ

とはできない。

新株予約権の譲渡に関する事項

本新株予約権付社債は会社法第254条第２項本

文及び第３項本文の定めにより本社債又は本新

株予約権のうち一方のみを譲渡することはでき

ない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事

項
－

（注）１．(1)新株予約権の目的である株式の種類及びその数の算定方法

本新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、本新株予約権の行使請求により当社が

当社普通株式を交付する数は、行使請求する本新株予約権に係る本社債の払込金額の総額を本項第

(3)号記載の行使価額（ただし、本項第(4)号乃至第(8)号によって修正又は調整された場合は修正後

又は調整後の行使価額）で除して得られる最大整数（以下「交付株式数」という。）とする。この場

合に１株未満の端数を生じたときにはこれを切り上げ、現金による調整は行わない。

(2)新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及びその価額

本新株予約権の行使に際して出資される財産は、当該本新株予約権に係る本社債とし、当該本社債の

価額はその払込金額と同額とする。

(3)転換価額

本新株予約権の行使により交付する当社普通株式の数を算定するにあたり用いられる1株当たりの

額（以下「転換価額」という。）は、当初、発行決議日の株式会社ジャスダック証券取引所における

当社普通株式の普通取引の終値（気配表示を含む）の90％に相当する金額（1円未満切捨て。以下

「当初転換価格」という。）とする。当初転換価格は1株に付き15円とする。

(4)転換価額の修正

当社は、払込日の翌日以降の毎取引日において、当該日において有効な行使価額と当該日の株式会社

ジャスダック証券取引所（以下「取引所」という。）における当社普通株式の普通取引の終値（気

配表示を含む。）の90％に相当する金額（1円未満切捨て。以下「基準価格」という。）を比較し、基

準価額が行使価額を下回る場合には、行使価額を当該基準価格に修正する。ただし、かかる算出の結

果、基準価額が当初行使価額の30％に相当する金額（ただし、本項第(6)号による調整を受ける。以下

「下限行使価額」という。1円未満切捨て。）を下回る場合には、修正後の行使価額は下限行使価額と

する。
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(5)転換価額の調整

当社は、本新株予約権付社債の発行後、本項第(6)号に掲げる各事由により当社普通株式数に変更を

生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合には、次に定める算式（以下「行使価額調整式」と

いう。）をもって行使価額を調整する。

　

 
既発行普通株式数＋

交付普通株式数×1株当たりの払込金額

 
時　　　　価

調整後行使価額＝調整前行使価額×
  

既発行普通株式数　＋　交付普通株式数

(6)行使価額調整式により本新株予約権付社債の行使価額の調整を行う場合及びその調整後の行使価額

の適　用時期については、次に定めるところによる。

①本項第(7)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を交付する場合（ただし、当

社の発行した取得条項付株式、取得請求権付株式もしくは取得条項付新株予約権（新株予約権付社

債に付されたものを含む。）の取得と引換えに交付する場合又は当社普通株式の交付を請求できる

新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）その他の証券もしくは権利の転換、交換も

しくは行使による場合を除く。）調整後の行使価額は、払込期日（募集に際して払込期間が設けられ

たときは当該払込期間の最終日とする。以下同じ。）の翌日以降、当社普通株主に割当てを受ける権

利を与えるための基準日がある場合は、その日の翌日以降、これを適用する。

②株式分割又は株式無償割当てにより当社普通株式を発行する場合

調整後の行使価額は、当社普通株式の株式分割のための基準日の翌日以降、当社普通株式の無償割当

ての効力発生日の翌日以降、これを適用する。ただし、当社普通株式の無償割当てについて、当社普通

株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日がある場合は、その日の翌日以降、これを適用す

る。

③取得請求権付株式であって、その取得と引換えに本項第(7)号②に定める時価を下回る対価をもっ

て当社普通株式を交付する定めがあるものを発行する場合（無償割当ての場合を含む。）、又は本項

第(7)号②に定める時価を下回る対価をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株

予約権付社債に付されたものを含む。）その他の証券もしくは権利を発行する場合（無償割当ての

場合を含む。）調整後の行使価額は、発行される取得請求権付株式、新株予約権（新株予約権付社債

に付されたものを含む。）その他の証券又は権利（以下「取得請求権付株式等」という。）の全てが

当初の条件で転換、交換又は行使され当社普通株式が交付されたものとみなして行使価額調整式を

準用して算出するものとし、払込期日（新株予約権及び新株予約権付社債の場合は割当日）又は無

償割当ての効力発生日の翌日以降、これを適用する。ただし、当社普通株主に割当てを受ける権利を

与えるための基準日がある場合は、その日の翌日以降、これを適用する。

上記にかかわらず、転換、交換又は行使に際して交付される当社普通株式の対価が取得請求権付株式

等が発行された時点で確定していない場合は、調整後の行使価額は、当該対価の確定時点で発行され

ている取得請求権付株式等の全てが当該対価の確定時点の条件で転換、交換又は行使され当社普通

株式が交付されたものとみなして行使価額調整式を準用して算出するものとし、当該対価が確定し

た日の翌日以降、これを適用する。

④当社の発行した取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを

含む。）の取得と引換えに本項第(7)号②に定める時価を下回る対価をもって当社普通株式を交付す

る場合 調整後の行使価額は、取得日の翌日以降、これを適用する。

上記にかかわらず、上記取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債に付された

ものを含む。）に関して当該調整前に本号③又は⑤による行使価額の調整が行われている場合には、

(ⅰ)上記交付が行われた後の本項第(7)号③に定める完全希薄化後普通株式数が、上記交付の直前の

既発行普通株式数を超えるときに限り、調整後の行使価額は、超過する株式数を行使価額調整式の

「交付普通株式数」とみなして、行使価額調整式を準用して算出するものとし、(ⅱ)上記交付の直前

の既発行普通株式数を超えない場合は、本④の調整は行わないものとする。

⑤取得請求権付株式等の発行条件に従い、当社普通株式1株当たりの対価（本⑤において「取得価額

等」という。）の下方修正等が行われ（本項第(6)号乃至第(8)号と類似の希薄化防止条項に基づく

調整の場合を除く。）、当該下方修正等が行われた後の当該取得価額等が、当該修正が行われる日

（以下「修正日」という。）における本項第(7)号②に定める時価を下回る価額になる場合

 (ⅰ)当該取得請求権付株式等に関し、本号③による行使価額の調整が修正日前に行われていない

場合、調整後の行使価額は、修正日に残存する取得請求権付株式等の全てが修正日時点の条件
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で転換、交換又は行使され当社普通株式が交付されたものとみなして本号③の規定を準用し

て算出するものとし、修正日の翌日以降、これを適用する。

(ⅱ)当該取得請求権付株式等に関し、本号③又は上記(i)による行使価額の調整が修正日前に行わ

れている場合で、修正日に残存する取得請求権付株式等の全てを修正日時点の条件で転換、交

換又は行使され当社普通株式が交付されたものとみなしたときの本項第(7)号③に定める完

全希薄化後普通株式数が、当該修正が行われなかった場合の既発行普通株式数を超えるとき

には、調整後の行使価額は、当該超過株式数を行使価額調整式の「交付普通株式数」とみなし

て、行使価額調整式を準用して算出するものとし、修正日の翌日以降、これを適用する。なお、1

か月間に複数回の取得価額等の修正が行われる場合には、調整後の行使価額は、当該修正され

た取得価額等のうちの最も低いものについて、行使価額調整式を準用して算出するものとし、

当該月の末日の翌日以降、これを適用する。

⑥本号③乃至⑤における対価とは、当該株式又は新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを

含む。）の発行に際して払込みがなされた額（本号③における新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）の場合には、その行使に際して出資される財産の価額を加えた額とす

る。）から、その取得又は行使に際して当該株式又は新株予約権の所持人に交付される金銭その他

の財産の価額を控除した金額を、その取得又は行使に際して交付される当社普通株式の数で除し

た金額をいう。

⑦本号①乃至③の各取引において、株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日が設定され、か

つ、各取引の効力の発生が当該基準日以降の株主総会又は取締役会その他当社の機関の承認を条

件としているときには、本号①乃至③にかかわらず、調整後の行使価額は、当該承認があった日の

翌日以降これを適用するものとする。

この場合において、当該基準日の翌日から当該取引の承認があった日までに、本新株予約権を行使

した新株予約権者に対しては、次の算出方法により、当社普通株式を交付するものとする。ただし、

株券の交付については本項第(15)号の規定を準用する。

　

株式数＝
(調整前行使価額－調整後行使価額)×

調整前行使価額により当該期間内に交付された

当社普通株式数

調整後転換価額

　

　

この場合に1株未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、その端数に調整後行使価額を乗じた金

額を返還する

(7)①行使価額調整式の計算については、1円未満を切り捨てる。

②行使価額調整式で使用する時価は、調整後の行使価額を適用する日（ただし、本項第(6)号⑦の場

合は基準日）に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社ジャスダック証券取引所における

当社普通株式の普通取引の毎日の終値の平均値（終値のない日数を除く。）とする。この場合、平

均値の計算は、1円未満を切り捨てる。

③完全希薄化後普通株式数は、調整後の行使価額を適用する日の1か月前の日における当社の発行済

普通株式数から、当該日における当社の有する当社普通株式数を控除し、当該行使価額の調整以前

に、本項第(6)号乃至第(8)号に基づき「交付普通株式数」とみなされた当社普通株式のうち未だ

交付されていない当社普通株式の株式数を加えたものとする（当該行使価額の調整において本項

第(6)号乃至第(8)号に基づき「交付普通株式数」に該当するものとみなされることとなる当社普

通株式数を含む。）。

④本項第(6)号①乃至⑤に定める証券又は権利に類似した証券又は権利が交付された場合における

調整後の行使価額は、本項第(6)号の規定のうち、当該証券又は権利に類似する証券又は権利につ

いての規定を準用して算出するものとする。

(8)本項第(6)号の行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当社は、必要な行使

価額の調整を行う。ただし、本新株予約権付社債の社債権者が、割当予定先であるATHENA INVESTMENT

のみである場合は、ATHENA INVESTMENTと協議のうえ、その承諾を得るものとする。

①株式の併合、当社を存続会社とする合併、新設分割、他の会社が行う吸収分割による当該会社の権

利義務の全部又は一部の承継、又は他の株式会社が行う株式交換による当該株式会社の発行済株

式の全部の取得のために行使価額の調整を必要とするとき。

②その他当社普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により行使価額の調整を必要
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とするとき。

③行使価額を調整すべき事由が2つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の行使価額の算

出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要があるとき。

(9)本項(5)乃至(8)により行使価額の調整を行うときは、当社は、あらかじめ書面によりその旨及びその

事由、調整前の行使価額、調整後の行使価額、その適用の日その他必要な事項を本新株予約権付社債

の社債権者に通知する。ただし、本項(6)⑦の場合その他適用の日の前日までに前記の通知を行うこ

とができないときは、適用の日以降すみやかにこれを行う。

(10)新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権付社債の社債権者は、平成21年3月20日から平成22年9月19日までの間（以下「行使可

能期間」という。）、いつでも、本新株予約権を行使すること（以下「行使請求」という。）ができ

る。ただし、行使可能期間は、①当社が、第14項第(2)号又は第(3)号に基づき本社債を繰上償還する場

合は、償還日の前銀行営業日まで、②当社が、第14項第(5)号に基づき取得した本社債を消却する場合

は、当社が本社債を消却した時まで、③当社が、第18項に基づき本社債につき期限の利益を喪失した

場合には、期限の利益を喪失した時までとする。上記いずれの場合も、平成22年9月19日より後に本新

株予約権を行使することはできない。

(11)新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金

本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金の額は、会社計算規則第17条の定

めるところに従って算出された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果1円未満の

端数を生ずる場合は、その端数を切り上げるものとする。増加する資本準備金の額は、資本金等増加

限度額より増加する資本金の額を減じた額とする。

(12)新株予約権の行使の条件

①各本新株予約権の一部行使はできないものとする。

②本新株予約権の行使により、当社の発行可能株式総数を超える数の株式が発行されることとなる

場合には、当該本新株予約権を行使することはできない。

２．担保提供制限

当社は、本新株予約権付社債の未償還残高が存する限り、本新株予約権付社債発行後、当社が国内で今後発行

する他の転換社債型新株予約権付社債に担保権を設定する場合には、本新株予約権付社債のためにも担保付

社債信託法に基づき、同順位の担保権を設定する。なお、転換社債型新株予約権付社債とは、会社法第2条第22

号に定められた新株予約権付社債であって、会社法第236条第1項第3号の規定に基づき、本新株予約権の行使

に際しては、当該新株予約権に係る社債を出資の目的とすることが新株予約権の内容とされたものをいう。

３．本新株予約権付社債は会社法第254条第2項本文及び第3項本文の定めにより本社債又は本新株予約権の

うち一方のみを譲渡することはできない。

４．本新株予約権付社債は、行使請求に際し当該行使請求があった日を含む暦月において当該行使により取

得することとなる株式数が、払込期日時点における上場株式数の10％を超える場合は、当該10％を超える

部分にかかる本新株予約権の行使を行わせない。

５．新株予約権の内容変更

平成21年９月18日開催の当社取締役会において、以下の要項の改定が行なわれました。

(1)償還期限の延長

１年間延長し平成22年９月19日までとする。

(2)行使期限の延長

１年間延長し平成22年９月19日までとする。
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　２．当社は、会社法に基づき新株予約権を発行しています。　

    第１回新株予約権　（平成21年６月15日取締役会決議）

　
当第２四半期会計期間末現在
（平成21年９月30日）

新株予約権の数                             312個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 　　　　　　　　　　　　　　 －

新株予約権の目的となる株式の種類　 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 　　　　　　　　　　 10,000,000株

新株予約権の行使時の払込金額                              25円

新株予約権の行使期間　
自　平成21年6月16日

至　平成22年6月15日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価

格及び資本組入額

    　1株当たり発行価格    　25円 (注)

    　1株当たり資本組入額  　12円 (注)

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)

代用払込みに関する事項　 ──────

組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事項　 (注)

新株予約権の取得条項に関する事項 (注)

　

(注)１．本新株予約権の目的である株式の種類及び数

①新株予約権の目的となる株式

当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数を調

整するものとする。ただし、かかる調整は、本新株予約権のうち、当該時点で権利行使または消却されて

いない新株予約権の目的となる株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる1株未満の端数は切り

捨てる。

　　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

また、上記のほか、割当日後、新株予約権の目的となる株式の数の調整をすることが適切な場合は、当社

は、合理的な範囲で株式の数の調整をすることができる。

なお、上記の調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てる。

②新株予約権１個あたりの目的となる株式の数

新株予約権１個あたりの目的となる株式の数は、20,000株とする。ただし、上記①に定める新株予約権

の目的となる株式の数の調整を行った場合は、同様の調整を行うものとする。また、当社が他社と合併

する場合、会社分割を行う場合、その他これらの場合に準じて株式の数の調整を必要とする場合には、

当社は合理的な範囲で適切に株式の数の調整を行うことができるものとする。ただし、係る調整は、本

新株予約権のうち、当該時点で権利行使または消却されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てる。

２．本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

本新株予約権の行使に際して出資をなすべき１個あたりの額（以下「行使価額」という。）は、500,000円

（1株あたり25円。）とする。なお、行使価額は第11項によって調整されることがある。

３．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項の規定に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じ

る場合はその端数を切上げた額とする。

４．行使価額の調整

(1)当社は、本新株予約権の発行後、本項第(2)号に掲げる各事由により当社普通株式数に変更を生じる場合

または変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式（以下「行使価額調整式」という。）を

もって行使価額を調整する。
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　 　 　 　 既発行
＋

交付株式数×１株当たりの払込金額

調整後
＝
調整前

×
株式数 時価

行使価額 行使価額 　 　 既発行株式数＋交付株式数

(2)行使価額調整式により本新株予約権の行使価額の調整を行う場合およびその調整後の行使価額の適用

時期については、次に定めるところによる。

①本項第(3)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を交付する場合（ただし、当社

の発行した取得請求権付株式の取得と引換えに交付する場合または当社普通株式の交付を請求でき

る新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）その他の証券もしくは権利の請求また

は行使による場合を除く。）

調整後の行使価額は、払込期日（募集に際して払込期間が設けられたときは当該払込期間の最終日

とする。以下同じ。）の翌日以降、当社普通株式の株主（以下「普通株主」という。）に割当てを受け

る権利を与えるための基準日がある場合は、その日の翌日以降、これを適用する。

②株式分割または株式無償割当てにより普通株式を発行する場合

調整後の行使価額は、当社普通株式の株式分割のための基準日の翌日以降、当社普通株式の無償割当

てについて普通株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日がある場合は、その日の翌日以降、

また、当社普通株式の無償割当てについて普通株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日が

ない場合または株主（普通株主を除く。）に当社普通株式の無償割当てをする場合には、当該割当て

の効力発生日の翌日以降、これを適用する。

③取得請求権付株式であって、その取得と引換えに本項第(3）号②に定める時価を下回る対価をもっ

て当社普通株式を交付する定めがあるものを発行する場合（無償割当ての場合を含む。）、または本

項第(3）号②に定める時価を下回る対価をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新

株予約権付社債に付されたものを含む。）その他の証券もしくは権利を発行する場合

調整後の行使価額は、発行される取得請求権付株式、新株予約権（新株予約権付社債に付されたもの

を含む。）その他の証券または権利（以下「取得請求権付株式等」という。）のすべてが当初の条件

で請求または行使され当社普通株式が交付されたものとみなして行使価額調整式を準用して算出す

るものとし、払込期日（新株予約権および新株予約権付社債の場合は割当日）または無償割当ての

効力発生日の翌日以降、これを適用する。ただし、普通株主に割当を受ける権利を与えるための基準

日がある場合は、その日の翌日以降、これを適用する。

上記にかかわらず、請求または行使に際して交付される当社普通株式の対価が取得請求権付株式等

が発行された時点で確定していない場合は、調整後の行使価額は、当該対価の確定時点で発行されて

いる取得請求権付株式等のすべてが当該対価の確定時点の条件で請求または行使され当社普通株式

が交付されたものとみなして行使価額調整式を準用して算出するものとし、当該対価が確定した日

の翌日以降、これを適用する。

④本号①乃至③の各取引において、株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日が設定され、か

つ、各取引の効力の発生が当該基準日以降の株主総会または取締役会その他当社の機関の承認を条

件としているときは、本号①乃至③にかかわらず、調整後の行使価額は、当該承認があった日の翌日

以降これを適用するものとする。

株式数 ＝

（調整前行使価額－調整後行使価額）　×
調整前行使価額により

当該期間内に交付された株式数

調整後行使価額

(3)①行使価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を切り捨てる。

②行使価額調整式で使用する時価は、調整後の行使価額を適用する日（ただし、本項第(2）号④の場合

は基準日）に先立つ45取引日目に始まる30取引日（終値のない日数を除く。）の株式会社ジャス

ダック証券取引所における当社普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値と

する。

この場合、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を切り捨てる。

③行使価額調整式で使用する既発行株式数は、基準日（基準日を定めない場合は効力発生日）がある

場合はその日、また、基準日（基準日を定めない場合は効力発生日）がない場合は、調整後の行使価

額を適用する日の１か月前の日における当社の発行済普通株式数から、当該日における当社の有す

る当社普通株式数を控除した数とする。また、本項第(2)号②の株式分割の場合には、行使価額調整式

で使用する交付株式数は、株式分割のための基準日における当社の有する当社普通株式に割り当て

られる当社普通株式数を含まないものとする。
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(4)本項第(2)号の行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当社は、必要な行使価

額の調整を行う。

①株式の併合、当社を存続会社とする合併、当社を承継会社とする吸収分割または当社を完全親会社と

する株式交換のために行使価額の調整を必要とするとき。

②その他当社普通株式数の変更または変更の可能性が生じる事由の発生により行使価額の調整を必要

とするとき。

③行使価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の行使価額の算

出に当たり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要があるとき。

(5)本項第(1)号乃至第(4)号に定めるところにより行使価額の調整を行うときは、当社は、あらかじめ書面

によりその旨ならびにその事由、調整前の行使価額、調整後の行使価額およびその適用の日その他必

要な事項を本新株予約権者に通知する。ただし、本項第(2）号④の場合その他適用の日の前日までに

前記の通知を行うことができないときは、適用の日以降すみやかにこれを行う。

５．その他の本新株予約権の行使の条件

各本新株予約権の一部行使はできないものとする。

６．本新株予約権の取得事由

(1)当社は、会社法第273条の規定に従って事前通知又は公告したうえで、当社取締役会で定める取得日に、

その時点において残存する新株予約権の全部を新株予約権1個につき無償で取得することができる。

(2)当社は、当社が吸収合併による消滅並びに株式交換又は株式移転により他の会社の完全子会社となるこ

とを当社の株主総会で決議し、当該株式交換又は株式移転の効力発生日以前の取締役会において新株

予約権を取得する日を定めた場合、会社法273条の規定に従って通知又は公告したうえで、かかる取得

日に、その時点において残存する新株予約権の全部を新株予約権1個につき無償で取得することができ

る。

７．本新株予約権の行使請求および払込の方法

(1)本新株予約権を行使しようとするときは、当社の定める新株予約権の行使請求書（以下「新株予約権行

使請求書」という。）に行使しようとする本新株予約権を表示し、本新株予約権の内容および数なら

びにこれを行使する年月日等を記載して、これに記名捺印のうえ、行使期間中に第19項に定める行使

請求受付場所（以下「行使請求受付場所」という。）に提出しなければならない。

(2)本新株予約権を行使しようとするときは、新株予約権行使請求書の提出に加えて、本新株予約権の行使

に際して出資の目的とされる金銭の全額を現金にて払込取扱場所の当社の定める口座に振り込むも

のとする。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日

（注）１

2,500,00225,818,46715,0001,161,44015,000 949,032

平成21年７月１日～

平成21年９月30日

（注）２　

3,760,00025,818,46747,9401,161,44047,940 949,032

（注）１．転換社債型新株予約権付社債の行使による増加であります。

（注）２．新株予約権の行使による増加であります。

（注）３．平成21年10月１日から平成21年10月31日までの間に、転換社債型新株予約権付社債の行使により、発行済株

式総数が833,334株、資本金及び資本準備金がそれぞれ5,000千円、新株予約権の行使により、発行済株式総数

が1,000,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ12,750千円増加しております。

　

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

カタリスト株式会社 東京都世田谷区弦巻３-25-18 8,800 34.08

有限会社雪谷商事山川 東京都大田区北嶺町22－13 2,911 11.27

高梨　真教 東京都目黒区 1,400 5.42

立田　博司 東京都世田谷区 1,000 3.87

山中　一郎 東京都港区 833 3.23

須田　浩生 秋田県由利本荘市 833 3.23

矢吹　満 東京都目黒区 800 3.10

三井　慶満 新潟県上越市 300 1.16

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 242 0.94

松浦　行子 東京都中央区 221 0.86

計 － 17,340 67.16
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 17,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,756,000 25,756 －

単元未満株式 普通株式 45,467 － －

発行済株式総数 25,818,467 － －

総株主の議決権 － 25,756 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式436株が含まれております。　

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

株式会社ジャルコ
東京都文京区湯島

１－６－１
17,000 － 17,000 0.07

計 － 17,000 － 17,000 0.07

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 24 34 37 60 46 38

最低（円） 15 20 23 30 28 22

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価であります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、ＫＤＡ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2
 646,065

※2
 534,028

受取手形及び売掛金 880,209 737,983

商品及び製品 338,602 292,419

仕掛品 95,699 171,839

原材料及び貯蔵品 301,680 298,268

その他 126,487 137,015

貸倒引当金 △5,769 △4,884

流動資産合計 2,382,976 2,166,671

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 75,307 149,927

機械装置及び運搬具（純額） 79,104 80,358

工具、器具及び備品（純額） 198,864 182,012

土地 289,963 289,351

建設仮勘定 40,568 17,280

有形固定資産合計 ※1
 683,807

※1
 718,930

無形固定資産 12,390 15,803

投資その他の資産

投資有価証券 10,795 7,709

その他 73,223 72,141

投資その他の資産合計 84,018 79,850

固定資産合計 780,216 814,584

資産合計 3,163,192 2,981,255

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 730,872 609,615

短期借入金 20,004 157,963

転換社債型新株予約権付社債 87,000 150,000

未払法人税等 6,794 8,523

事業構造改善引当金 82,950 155,180

その他 205,170 214,218

流動負債合計 1,132,791 1,295,501

固定負債

長期借入金 174,995 －

繰延税金負債 18,587 18,587

退職給付引当金 311,941 300,655

役員退職慰労引当金 215,118 215,118

その他 815 3,825

固定負債合計 721,459 538,187

負債合計 1,854,250 1,833,689
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,161,440 1,010,000

資本剰余金 949,032 797,592

利益剰余金 △679,864 △537,291

自己株式 △3,361 △3,309

株主資本合計 1,427,245 1,266,990

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 74 △2,271

為替換算調整勘定 △121,497 △117,152

評価・換算差額等合計 △121,422 △119,423

新株予約権 3,120 －

純資産合計 1,308,942 1,147,566

負債純資産合計 3,163,192 2,981,255
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,127,475 2,650,227

売上原価 3,471,041 2,182,516

売上総利益 656,433 467,710

販売費及び一般管理費 ※1
 843,308

※1
 588,776

営業損失（△） △186,874 △121,065

営業外収益

受取利息 2,283 525

受取配当金 311 185

受取賃貸料 5,446 4,831

為替差益 90,079 －

助成金収入 － 21,720

その他 7,287 6,836

営業外収益合計 105,407 34,098

営業外費用

支払利息 8,748 7,484

為替差損 － 11,237

その他 5,711 2,072

営業外費用合計 14,459 20,794

経常損失（△） △95,926 △107,761

特別利益

前期損益修正益 87,845 774

固定資産売却益 3,945 11,184

役員退職慰労引当金戻入額 26,850 －

賞与引当金戻入額 16,559 －

保険差益 1,625 －

特別利益合計 136,826 11,959

特別損失

前期損益修正損 － ※2
 13,783

固定資産除売却損 4,372 156

事業構造改善引当金繰入額 140,000 －

特別退職金 16,634 1,733

貸倒損失 7,688 －

特別損失合計 168,694 15,672

税金等調整前四半期純損失（△） △127,795 △111,474

法人税、住民税及び事業税 17,217 15,142

過年度法人税等 － 15,956

法人税等調整額 8,969 －

法人税等合計 26,187 31,098

四半期純損失（△） △153,982 △142,572
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,138,458 1,334,064

売上原価 1,848,871 1,133,909

売上総利益 289,587 200,154

販売費及び一般管理費 ※1
 390,622

※1
 295,253

営業損失（△） △101,035 △95,098

営業外収益

受取利息 1,221 400

受取配当金 225 173

受取賃貸料 2,432 2,022

助成金収入 － 21,720

その他 4,649 1,146

営業外収益合計 8,528 25,463

営業外費用

支払利息 4,290 3,376

為替差損 3,253 40,565

その他 954 1,277

営業外費用合計 8,498 45,219

経常損失（△） △101,005 △114,855

特別利益

前期損益修正益 2,123 199

固定資産売却益 452 2,491

貸倒引当金戻入額 4,190 －

特別利益合計 6,766 2,691

特別損失

前期損益修正損 － ※2
 492

固定資産売却損 4,372 －

事業構造改善引当金繰入額 140,000 －

特別退職金 16,634 1,733

貸倒損失 7,688 －

特別損失合計 168,694 2,225

税金等調整前四半期純損失（△） △262,933 △114,389

法人税、住民税及び事業税 △3,458 10,881

法人税等調整額 8,969 －

法人税等合計 5,510 10,881

四半期純損失（△） △268,444 △125,271
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △127,795 △111,474

減価償却費 132,750 69,650

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,282 9,799

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26,850 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,021 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,180 1,482

受取利息及び受取配当金 △2,594 △710

支払利息 8,748 7,484

助成金収入 － △21,720

為替差損益（△は益） 10,740 7,884

固定資産売却損益（△は益） 426 △11,028

保険解約損益（△は益） △1,625 －

前期損益修正損益（△は益） △87,845 13,008

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） 140,000 △73,228

売上債権の増減額（△は増加） △142,144 △182,692

たな卸資産の増減額（△は増加） △133,224 27,691

仕入債務の増減額（△は減少） 109,395 163,377

未払又は未収消費税等の増減額 3,525 16,137

その他 △4,005 20,077

小計 △133,624 △64,261

利息及び配当金の受取額 2,594 556

利息の支払額 △6,808 △12,519

法人税等の支払額 △27,637 △19,352

法人税等の還付額 36,689 24,511

過年度法人税等の支払額 － △15,956

助成金の受取額 － 21,720

営業活動によるキャッシュ・フロー △128,786 △65,301

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △24,987

定期預金の払戻による収入 － 79,456

有形固定資産の取得による支出 △170,941 △106,416

有形固定資産の売却による収入 6,825 99,772

投資有価証券の取得による支出 △932 △739

無形固定資産の取得による支出 △6,986 △129

長期前払費用の取得による支出 △1,250 △6,930

保険積立金の解約による収入 22,106 －

差入保証金の差入による支出 △10,887 －

差入保証金の回収による収入 － 1,867

貸付けによる支出 － △40,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △162,067 1,893
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 165,304 △158,704

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △12,304 △5,001

リース債務の返済による支出 － △10,382

株式の発行による収入 － 238,000

新株予約権の発行による収入 － 5,000

自己株式の取得による支出 △210 △52

配当金の支払額 △508 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 152,281 268,860

現金及び現金同等物に係る換算差額 15,596 △38,773

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △122,974 166,679

現金及び現金同等物の期首残高 882,619 476,028

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 759,644

※
 642,707
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

連結の範囲に関する事項の変更 連結の範囲の変更

　ジャルコ エレクトロニクス ＵＳＡ，ＩＮＣ．は第１四半期連結会計期間

において清算結了したため、連結の範囲から除外しております。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定す

る方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に

経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予想やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産減価償却累計額

4,637,481千円

※１．有形固定資産減価償却累計額

5,346,931千円

※２．担保資産

　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められるものは、次のとおり

であります。

※２．担保資産

　

　

　

　

現金及び預金（定期預金） 　－千円 現金及び預金（定期預金） 　58,000千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

荷造運搬費 122,033千円

給料手当 184,227千円

賞与引当金繰入額 10,745千円

退職給付費用 11,510千円

研究開発費 59,176千円

貸倒引当金繰入額 6,180千円

荷造運搬費 98,553千円

給料手当 146,053千円

退職給付費用 7,348千円

研究開発費 40,502千円

貸倒引当金繰入額 2,571千円

※２．　　　　　　　────── ※２．前期損益修正損の内容

　主に、過年度における連結子会社との未達取引の認識

の誤差修正によるものであります。

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額　　

　　　は、次のとおりであります。

荷造運搬費 58,664千円

給料手当 90,654千円

賞与引当金繰入額 5,319千円

退職給付費用 7,550千円

研究開発費 28,794千円

荷造運搬費 50,714千円

給料手当 76,921千円

退職給付費用 3,718千円

研究開発費 21,684千円

貸倒引当金繰入額 1,618千円

　２．　　　　　　　────── ※２．前期損益修正損の内容

　主に、過年度における連結子会社との未達取引の認識

の誤差修正によるものであります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に記載されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に記載されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 847,644千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △88,000千円

現金及び現金同等物 759,644千円

 

現金及び預金勘定 646,065千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,357千円

現金及び現金同等物 642,707千円

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

　普通株式（株） 25,818,467

 

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

　普通株式（株） 17,436

 

３．新株予約権等に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の目
的となる株式の

種類

新株予約権の目的となる
株式の数（株） 

新株予約権の四半期連結
会計期間末残高（千円）

 提出会社

（親会社）　

第１回無担保転換社債型新株予約権付

社債（転換社債型新株予約権付社債間

限定同順位特約付）

普通株式 （注） －

第１回新株予約権 普通株式 10,000,000 3,120

 合計  －  － －

（注）本新株予約権付社債における転換価格は、一定の転換価格の調整事由が生じた場合には本新株予約権付社債の募

集要項に従い調整されます。

詳細につきましては、「第４　提出会社の状況　１　株式等の状況　（２）新株予約権等の状況」に記載のとおりで

あります。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、当第２四半期連結累計期間において、第１回無担保転換社債型新株予約権付社債に付された新株予約

権の一部行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ31,500千円増加し、第１回新株予約権の行使により資本

金及び資本準備金がそれぞれ47,940千円増加し、また、平成21年６月15日付で、カタリスト株式会社から第三者

割当増資の払込みを受け資本金及び資本準備金がそれぞれ72,000千円増加しております。その結果、当第２四

半期連結会計期間末において資本金が1,161,440千円、資本準備金が949,032千円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）において、

当連結グループは、映像機器・音響機器等に使用される電子機器用部品の製造販売事業の売上高、営業利益の金

額が、全セグメントの売上高合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類

別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

東アジア
（千円）

北米
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対

する売上高
1,204,406566,814367,238 － 2,138,458 － 2,138,458

(2）セグメント間

の内部売上高
490,252536,029504,406 － 1,530,688(1,530,688) －

計 1,694,6591,102,843871,644 － 3,669,147(1,530,688) 2,138,458

営業利益又は営

業損失（△）
101,18238,10827,700 △152 166,839(267,874) △101,035

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

東アジア
（千円）

北米
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対

する売上高
751,160281,882301,020 － 1,334,064 － 1,334,064

(2）セグメント間

の内部売上高
426,909408,400264,874 － 1,100,184(1,100,184) －

計 1,178,069690,283565,895 － 2,434,249(1,100,184) 1,334,064

営業利益又は営

業損失（△）
14,564△95,13955,018 － △25,556(69,542) △95,098
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

東アジア
（千円）

北米
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対

する売上高
2,345,1921,093,046689,236 － 4,127,475 － 4,127,475

(2）セグメント間

の内部売上高
998,5331,029,513846,183 － 2,874,230(2,874,230) －

計 3,343,7252,122,5591,535,420 － 7,001,706(2,874,230) 4,127,475

営業利益又は営

業損失（△）
116,73218,701△65,238 △328 69,867(256,741) △186,874

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

東アジア
（千円）

北米
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対

する売上高
1,490,343578,952580,931 － 2,650,227 － 2,650,227

(2）セグメント間

の内部売上高
812,099722,186519,881 － 2,054,166(2,054,166) －

計 2,302,4421,301,1391,100,812 － 4,704,394(2,054,166) 2,650,227

営業利益又は営

業損失（△）
115,956△144,93385,621 △22 56,622(177,688) △121,065

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）東南アジア………マレーシア、シンガポール、インドネシア

(2）東アジア…………香港、中国

(3）北米………………米国

　

EDINET提出書類

株式会社ジャルコ(E01948)

四半期報告書

29/36



【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

項目 東南アジア 東アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 400,730 587,211 297,542 1,285,484

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 2,138,458

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
18.7 27.5 13.9 60.1

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

項目 東南アジア 東アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 254,437 427,363 154,567 35,161 871,530

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 1,334,064

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
19.1 32.0 11.6 2.6 65.3

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

項目 東南アジア 東アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 744,284 1,116,374 603,614 2,464,273

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 4,127,475

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
18.0 27.1 14.6 59.7

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

項目 東南アジア 東アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 504,453 802,778 310,478 81,4531,699,163

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 2,650,227

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
19.0 30.3 11.7 3.1 64.1

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）東南アジア………マレーシア、シンガポール、インドネシア等

(2）東アジア…………香港、韓国、台湾、中国等

(3）北米………………米国

(4）その他の地域……英国、メキシコ、ブラジル、フランス等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４．前第２四半期連結会計期間及び前第２四半期連結累計期間において「北米」は「その他の地域」に含めて

おりましたが、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間において、当該地域の売上高の金額

が、連結売上高の金額の10％を超えたため区分掲記しております。なお、前第２四半期連結会計期間の「北米」

は200,614千円（9.4％）、前第２四半期連結累計期間の「北米」は405,811千円（9.8％）であります。

　

（有価証券関係）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動は認められないため、記載しておりません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 50.61円 １株当たり純資産額 127.45円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 17.10円 １株当たり四半期純損失金額 8.34円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） 153,982 142,572

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 153,982 142,572

期中平均株式数（千株） 9,006 17,090

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ 第１回無担保転換社債型新株

予約権付社債（券面総額

87,000千円）及び第１回新株

予約権（新株予約権の数312

個）

これらの詳細については、「第

４　提出会社の状況　１　株式等

の状況　（２）新株予約権等の

状況」に記載のとおりであり

ます。
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 29.81円 １株当たり四半期純損失金額 5.56円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） 268,444 125,271

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 268,444 125,271

期中平均株式数（千株） 9,005 22,521

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ 第１回無担保転換社債型新株

予約権付社債（券面総額

87,000千円）及び第１回新株

予約権（新株予約権の数312

個）

これらの詳細については、「第

４　提出会社の状況　１　株式等

の状況　（２）新株予約権等の

状況」に記載のとおりであり

ます。
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１．第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の権利行使について

　当第２四半期連結会計期間終了後、平成21年10月30日までに転換社債型新株予約権付社債の権利行使による新株への

転換が行われました。その概要は次のとおりであります。

・転換社債型新株予約権付社債の減少額 10,000千円

・資本金の増加額 5,000千円　

・資本準備金の増加額 5,000千円　

・増加した株式の種類及び株数：普通株式 833,334株　

　

２．第１回新株予約権の権利行使について

　当第２四半期連結会計期間終了後、平成21年10月８日までに新株予約権の権利行使が行われました。その概要は次の

とおりであります。

・行使価額総額 25,000千円

・新株予約権の発行価額 500千円

・資本金の増加額 12,750千円　

・資本準備金の増加額 12,750千円　

・増加した株式の種類及び株数：普通株式 1,000,000株　

　

３．買収による特定子会社の異動について

　当社は、平成21年10月５日開催の取締役会において、株式会社ハリーズが実施する第三者割当増資の引受けに係る株

式引受契約の締結を決議し、同日に契約を締結したことに伴い、出資額が当社の資本金の額の百分の十以上となったた

め、同社は当社の特定子会社となっております。

(1）買収する会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容　

名称 株式会社ハリーズ

住所 兵庫県明石市大久保町江井島811番地の１

代表者の氏名 青山　博司

資本金の額 471,825千円

事業の内容 消費財製造装置等の開発・製造・販売

(2）株式取得の時期

平成21年10月６日

(3）取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

取得する株式の数 10,000株

取得価額 200,000千円

取得後の持分比率 66.8％

　

　

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動は認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ジャルコ(E01948)

四半期報告書

34/36



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月12日

株式会社ジャルコ

取締役会　御中
 

ＫＤＡ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐佐木　敬昌　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 関本　　享　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャルコの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャルコ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続して営業損失、純損失及び営業キャッュ・フローがマ

イナスの状況にあり、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に

記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結

財務諸表には反映していない。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月16日

株式会社ジャルコ

取締役会　御中
 

ＫＤＡ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐佐木　敬昌　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 関本　　享　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャルコの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャルコ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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